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江 藤  良  純 氏 (欄日立製作所 中央研究所 第 5部主管研究員)

映像信 号処理 の撮像 および記録 への応 用 に関 する研 究業績

テレビジョン‖火像信号ナ
ムのittH拘質化と機者卜の小形化をIXIるため、キ11藤良純氏は、j出信分野ですこ展 し

た多Fll化の技術を様像方式に応用し、 3明〔色信 'jを光学的に用波数分割あるいは位相十分官J多重化し、

l llllllの服像茶 rよ り3化i')を同‖手に得ることを口r能にした。共体的には、 化 ず、 3明〔色信 ',モ周波数

インタリーフの1増係を持たせながデブ多重化 し高解像度の信号を得るための、様像符用光学的多重化

フ ィル ク方Iく、および脱像符よリイ||られる多lTl tttt気信 'jムの くし'〔4フィルクによる 3'〔色イii'j‐への

分聞上方式などを開発し、更に、批像付の電極構成および増幅十卜の入カインビーダンスの最適化によ

り多重化に付4ぅ3原色問のクロストークを抑圧した高度な色1子二現性の位相十分害J多重化方式を確立するな

ど新 しいテレビカメラの形態を|,日材iした。そして、これ 'ラの技術を適用 した小4!テレビカメラを実

現することに成功 し、テレビカメラの産業、家庭への普及に大きく奇ケした。また、後の小形カメ

ラの ii流となった卜1体強像素 rカメラの色多轟化方式にも、これらの慨合が追応されるにキモった。

また、氏は、はや くよリテレビジョンti ljのデ ィジタル記録の優位性に着 Hし 、高密度ii亡針を実

現するためのディジタル行 'j‐の変十〕対復調方式や洪りiir lll方式などの研究に優れた成果を挙げている。

定に、氏は HDTVの 実用化のための研F究開発の ^環 として、HDTVの 古i向質な画像を古亡◆求iF11:する

高‖:能なディジタルVTRの 実現をH指 した。そのため、氏は従来の研究に加えて、磁気li亡針1専′|モデ

バイスとして、8チ ャンネル化アモルファス多層磁気ヘッド、アタル粉テープなどのパラメタの最適

化を実現させ、死に高速度信 号〕
本
処llflなどの高速記李討文術をlJllえることにより、チャネルあたり、 150

M brs、結合で 1.2 G brSのディジタル符号
卜に変換 し、lH寸テーブに記録するディジクル VTRを 実現

した。これによリビットあたり記鉢1角i積12μ m2の高侑度磁気記録を"j能にしたのみでなく、十年生lal像

の S/Nは 56dB、 ダビングlfil数20卜1以 |をなどの高γli能が得られ、従来のアナログ VTRで は不高r能

であった高い141能を,主成 した。

本石ナF究によりHDTVの ディジタル言亡鉢が可台となことを世界で初めて実証し、 高 14itヒHDTVtt VTR

の実現を,通してそのシステムの普及と適用範l■lの拡大に寄ケした功績は大なるものがある。
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